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『
三
木
家
絵
画
に
見
る
江
戸
時
代
の
文
人
世
界
|
一
一
一
木
家
所
蔵
画
幅
画
賛
釈
文
」

(
『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』

2
0
0
8

高
嶋
藍
、
湯
城
吉
信
)
に
つ
い
て
の

訂
正
、
補
足

本
号
に
掲
載
を
み
た
三
浦
梅
園
あ
て
履
軒
書
簡
に
つ
い
て
の
考
察
の
共
著
者
・
岩
見

輝
彦
氏
か
ら
、
前
号
で
の
回
能
村
竹
田
「
草
虫
図
」
へ
の
篠
崎
小
竹
賛
に
つ
き
文
献
追

記
の
要
が
あ
る
と
の
通
知
を
受
け
た
。
以
下
、
そ
の
指
摘
(
湯
城
も
確
認
済
み
)
の
要

点
を
述
べ
、
訂
正
お
よ
び
お
詫
び
と
し
た
い
。

神
田
喜
一
郎
『
日
本
に
お
け
る
中
園
文
撃
I
』
に
、
亀
山
夢
研
と
「
小
竹
賛
」
に
つ

い
て
の
言
及
が
あ
る
(
同
五
四
頁
)
。
神
田
氏
は
、
二
十
一
「
竹
田
の
鈴
響
」
の
中
で
、

田
能
村
竹
田
の
填
調
の
継
承
者
三
人
の
中
の
一
人
と
し
て
亀
山
夢
研
を
挙
げ
る
。
氏
は
、

中
之
島
図
書
館
蔵
『
小
竹
斎
文
稿
』
(
甲
和
問
)
に
見
え
る
「
書
竹
田
生
画
幅
」
(
五
四

頁
の
「
小
竹
賛
」
・
若
干
の
字
句
の
異
同
あ
り
)
を
挙
げ
た
後
に
、
「
さ
う
す
る
と
夢
研

も
確
か
に
填
調
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
何
と
か
そ
の
作
品
の
見
つ
か
ら
な
い
も
の
で
あ

ら
う
か
」
と
言
う
。
三
木
家
所
蔵
田
能
村
竹
田
筆
「
草
虫
図
」
の
画
賛
に
見
え
る
夢
研

作
の
詩
齢
(
填
調
)
は
ま
さ
に
そ
の
作
品
で
あ
り
、
日
本
填
調
史
上
、
貴
重
な
資
料
、
だ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

と
に
か
く
、
「
小
竹
賛
」
(
五
四
頁
)
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
文
が
神
田
喜
一
郎
氏
に

よ
っ
て
活
字
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
「
水
田
紀
久
君
の
調
査
報
告
し
て
く
れ
た

所
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
も
い
た
。
『
小
竹
斎
文
稿
』
そ
の
も
の
も
水
田
氏
の
解
題

を
付
し
上
方
文
醤
叢
刊
『
浪
華
詩
文
稿
』
下
(
一
九
八

O
年
)
に
影
印
収
録
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
こ
の
「
書
竹
田
生
画
幅
」
に
は
「
庚
成
八
月
」
と
日
付
が
あ
る
の
で
、

「
小
竹
賛
」
は
嘉
永
三
年
(
一
八
五

O
)
の
書
き
加
え
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
(
五

六
頁
の
「
小
竹
賛
」
も
同
様
)
。

さ
ら
に
、
岩
見
先
生
は
、
夢
研
作
の
「
闇
怨
」
は
、
竹
田
作
『
填
詞
図
譜
』
に
見
え

る
「
掲
練
子
」
の
平
灰
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
竹
田
の
パ
ト
ロ

ン
と
し
て
『
填
詞
図
譜
』
の
続
刊
に
尽
力
し
た
夢
研
は
、
(
若
干
合
わ
な
い
箇
所
は
あ

る
が
)
こ
の
平
灰
に
従
い
、
同
箇
所
に
例
示
さ
れ
る
李
煙
の
「
秋
閏
」
を
参
考
に
自
作

を
作
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
推
測
に
よ
る
句
読
を
施
し
、
翻
字
の
誤
り
を
訂
正

す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
調
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
(
太
字
は
翻
字
の
訂
正
部
分
)
。

闇
晩

眠
巳
醒

意
初
濃

黄
昏
猶
未
下
簾
様

非
雨
非
風
間
耳
清
徹

不
奈
唱
蛮
悩
殺
俊

(
*
拙
稿
で
は
末
二
句
を
「
整
]
「
奈
」
で
切
っ
て
い
た
。
)
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現
代
語
訳
も
訂
正
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
大
過
は
な
い
の
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

た
だ
、
「
濃
」
は
「
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
」
と
い
う
の
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
五
六
頁
、
「
君
子
一
笑
之
図
」
の
翻
刻
の
末
尾
「
老
来
只
漫
狂
」
は
直
前
の

「
老
拙
書
童
揚
」
に
小
字
で
付
さ
れ
て
い
る
(
書
き
換
え
た
)
だ
け
で
あ
る
。
翻
刻
に

お
い
て
、
字
も
下
げ
ず
字
体
を
小
さ
く
も
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
五
言
が
五
句
の
よ
う

な
誤
解
を
与
え
る
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
っ
て
い
た
。
お
詫
び
し
、
訂
正
し
た
い
。(

湯
城
記
)




